
ホ － ム ペ － ジ 作 成 の 基 礎 解 説

第 ７回 フレームをつかう

今 回 は 最 終 回 を 前 に し て 、今までよりは少し

高 度 な 「フレーム」を 使 っ て ホ ー ム ペ ー ジ 作 成

を行う。

私 の ホ ー ム ペ ー ジ 「グ ロ － バ ル ク ラ ス ル －

ム 」で は 、フレームを使って左側に教科を右側

にその教科のリンク集を表示する。

( 1 ) 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る 。

画 面 を 左 右 に 分 け 左 側 に 目 次 、右 側 に 写 真

などを表示するホームページをNet sc ape Co

mpose rで作成する。

目 次 の ペ ー ジ は 、左 の よ うにし、

うみ は u m i . h t m l 、や ま は y a m a . h t

ml、かわはkawa.htmlにリンクして

いる。これ らのホームページも作

成 しておく。

あとで説明するがリンクをする際、それぞれ

３つ の リンクのプロパティの中の追加のＨＴＭ

Ｌをクリックし target="hyou j i" と入力して欲し

い 。そして、これをmenu .htmlで保存する。

(2)ＨＴＭ Ｌを直 接 記 述 す る 。

ど の よ う に ブ ラ ウ ザ の 画 面 を 区 切 る の か 決 め

る 必 要 が あ る が 、これ は N e t s c a p e Composerで

作 成 で き な い 。そ こ で こ の 解 説 で 初 め て 実 際 に

ＨＴＭ Ｌを直接記述することとなる。

入 力 に は エ デ ィター を 使 用 す る 。ワープロソフ

トでもよいが、今回はwindowsのアクセサリーに

ある、ワードパッドを使用する。スタートボタン

より起動して欲しい。

そして、次 の よ うな、ホームページを直接作成

する。

<html>

<f rameset co ls="20% ,80%">

<frame src="menu .html" >

<frame src="umi .html" name="hyou j i">

</frameset>

</html>

これを、frame .htm lで保存する。

フレームを左側２０％ 、右 側 ８０％でわりふり、

左側にmenu . h tm lを右側にum i . h tm lを表示する。

さらに、右側の表示場所にhyou j iという名前を

つ け て お く。先 ほ ど 、menu.htmlの１つ１つにリ

ンクにtargetでhyou j iと指定したのは、この 場 所

にkawa .h tm lなどを表示しろと言う命令である。

これを忘れると左側に表示してしまう。

これで完成である。

(3 )表示してみる。



うみなどのリンクが右側に表示される。

(4 )フレームの分け方

フ レ ー ム を 分 け た の は 、

<frameset co ls="20% ,80%">

という命令である。

fremeset co l s="50 ,＊" とすると左側に５０

ピクセル、残 りを右側となる。＊を用いると残り

の 部 分 の 入 力 を 省 略 で き る 。

上 下 に 分 割 す る 場 合 は 、

frameset rows="30% ,70%" となりrowsで分け

る。フレー ム は 、２つ以上に分けることも出来る。

そ の 場 合 は 、"20% ,50％,30%"のように 記 述 す る 。

もちろん、colsとrowsを組み合わせることも

出 来 る 。しか し、あまり細かく分 け る と 見 る 側 の

画 面 の サ イ ズ に よ っ て は 、見 に くくな る 場 合 も

ある。

(5)新しいフレームを開く。

リンクをクリックすると、新しいフレームを開

く。画 面 上 に ブ ラ ウ ザ が 重 な り 表 示 さ れ た よ う

になる。

これ は 、リンクの 追 加 の ＨＴＭ Ｌで target

="new" ま た は 、target="_blunk" と 記 述 す る

だ け で 出 来 る 。リンク集 な ど で 、表 示 す る 場 合

に 便 利 で あ る 。多 くフレームの開いたフレーム

を閉じるには、見る側であることも忘れてはな

らない。


